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・プレソルト開発向けに掲げている 2030 年に向けた各種技術取り組み 

同社が取り組んでいる技術分野及びアプリケーション(ペトロブラス資料)。 

 

 

 

 

 

 

 

図表 60 2030 年に向けた各種技術取り組み（出展：ペトロブラス） 
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第４章  外国石油会社の参入状況と動向  

４－１ Shell 

2016 年、Shell は BG グループを 530 億ドルで買収した。M&A が行われた背景

の一つに、ブラジルに活動を強めていた BG 社のプレソルト事業が関係したと言

われている。同社はそのころ Libra 案件を通しブラジルのプレソルト鉱区開発

をスタートした段階であり、Shell の Ben Van Beurden CEO は、BG 買収の文脈

の中でBGのブラジルにおける開発資産を非常に評価していると繰り返し語って

いた。SBG Brasil が保有していた有望な Lula 鉱区や Sapinhoa 鉱区の存在は、

それ以降 Shell の重要な投資資産になっている。 

 

2017 年に Shell の Ben Van Beurden 社長とペトロブラス社の Parente 元総裁

が、オランダのハーグで覚書を締結した。表題は【Memorandum of Understanding 

to establish a long-term mutual collaboration in developing pre-salt 

fields in Brazil】で 5年間の有効期限に延長オプション条項が付けられてい

る。Shell とペトロブラスは、超深海・プレソルト開発における技術・経験の共

有、契約管理の留意点、コスト削減合理化手法のシェア、安全・保安面の知見、

オペレーション改善のためのソリューション、輸送、油井建設、エアトランスポ

ーテーション等広範囲にわたる分野をカバーしているといわれる。Shell ブラジ

ルの André Arujo 社長は『プレソルト鉱区開発は世界の石油会社が最も欲しが

る原油開発事業である』と語っている。 

 

サントス堆積盆の Sul de Gato do Mato 鉱区他 3鉱区またカンポス堆積盆の

BC-10 鉱区の掘削を QGOC 社に発注し既に掘削実施についての許可は下りており

掘削船 Brava Star を投入し 2019 年から１年間の予定で掘削を行う。用船レー

トは 13 万ドル/日レベルと言われている。現在の市場ではこのレベルは非常に

Competitive なものであり QGOC としてスーパーメジャー案件に食い込んでおき

たいと言う関心の表れであると評されている。同社は、昨年来 Gato do Mato 鉱

区、 Alto de Cabo Frio Oeste 鉱区及び BC-10 鉱区向けの油井施設敷設工事や

支援船の確保、要員のヘリ輸送サービスなどロジ構築の為の入札を進めている。 

また、今後、Ship to Ship（STS）オペレーションのニーズが増えると見込ん

でおりブラジル市場に支援船などの充実したサポート体制が必要であると語っ
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ている。STS オペレーションを行う場合、標準的なやり方として石油タンカー以

外に 6 基のフェンダー、9 セットのホース、1 隻の支援船、1 隻の緊急時対応船

舶、2基の係留システムと 2基の係留補助システムなどが必要であるという。オ

ペレーションは、ブラジル環境省や海軍から許認可を受けているFendercare社、

Oceanpact 社、AET 社などと連携する形で行ってきた。 

 

４－２ ExxonMobil  

ブラジル進出が 100 年を超えた同社は、過去 2年余りで同国の開発資産を25件

以上獲得し開発オペレーターとしての存在感が強まってきた。この積極姿勢が生

まれる背景について、ブラジル Exxon Mobil は 3つの理由を挙げている。第 1に

ブラジル政府の改革姿勢、第 2 にプレソルト鉱区の外資への開放、第３に優良な

開発パートナーの存在を上げた。更に、25 年から 30 年という長期的な視点から

見た開発契約の法的な安全性の裏付けや信憑性の高さにも触れている。同社にと

ってのブラジルはガイアナ、パプアニューギニア、モザンビーク、北米の Permian

堆積盆開発に加え同社の特別投資対象 5 か国の一つに位置付けられているという。 

2017 年 9 月に行われた第 14 次入札ではペトロブラス社と共に主役を演じた。

Sergipe-Alagoas 海域の 2 ブロック、カンポス海域の 8 ブロック併せて 10 ブロ

ックを落札。また、第2次プレソルト鉱区入札ではサントス堆積盆にあるCarcara

海域のブロック（40%）と BM－S－8 ブロック（36.54%）を落札した。2018 年度

中に 24 億ドル近い資金を投資しブラジル事業を加速している。  

掘削船の用船については、昨年 11 月に RFI（Request for Information）を発

給した。用船開始は 2020 年第 3四半期を予定しており期間は 390 日。同社ヒュ

ーストンオフィスで RFI のモニタリングを行っている。必要隻数は 1 から 2 隻

で、掘削水深は 280m から 3600m。2019 年 4 月頃を目途に正式入札を行う予定。 

 

４－３ Equinor 

 2017 年、ノルウェーの石油エネルギー副大臣がブラジルを訪問し、フィーリ

ョ鉱山エネルギー相（当時）と会談を持った。ブラジルには石油・ガスセクター

を含め 200 社以上のノルウェー企業が進出しており、当時の会談についてエネ

ルギー分野におけるブラジルへの戦略的なアプローチの強化と市場は受け止め

た。このような動きの中で、同年、ぺトロブラスとの間で石油ガス分野の戦略ア
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ライアンス覚書が締結されている。プレソルト鉱区の一連の入札においても常

に積極的に参加しており、Shell と並びブラジル海洋開発に強くコミットしてい

る企業の一つである。昨年時点ではペトロブラス社に次ぐ生産共有方式による

生産オペレーターである Equinor は、8月以降カンポス及びサントス両堆積盆に

ある少なくとも 5 か所の油田掘削を実施した。また、ブラジルにおける再生可

能エネルギーやガス開発分野に対する取り組みも行う方向で、2030 年までに総

額 150 億ドルの開発投資を念頭に置いて発表している。2030 年までに、ブラジ

ルにおける日産量を 30 万バレルから 50 万バレル迄引き上げると抱負を語って

いる。 

 支援船の調達では、昨年Solstad Fastard社からPSV2隻の新規用船を決めた。 

Far Scotsman と Far Serenade は、サントス堆積盆にある Carcara 鉱区（BM-S-

8 ブロック）のオペレーションを支援する。また、Solstad 社からカンポス堆積

盆にある Peregrino 鉱区の第 2開発フェーズ向けにも PSV１隻（Sea Brasil）の

用船を決めている。カンポス堆積盆の Peregruino 鉱区向けに投入する AHTS2 隻

の入札も実施済みで DOF、Solstad Farstad、Tide Water などがプロポーザルを

提示した。また、昨年 12 月には Peregrino II 鉱区の開発用に Gran Energia と

の間で Floatel の用船契約を締結している。 

  

＊同社はブラジルにおける事業分野の拡張の一環として、太陽光発電ビジネス

分野に参入する。北部セアラ州で Scatec Solar 社が進めている発電事業の 9.7%

の株式を取得。投資額は 8240 万ドルと報じられている。この発電事業は、今年

度末からセアラ州の地域住民 16 万人に電力を供給する。ScatecSolar 社は本社

をオスロに置き、北米、アフリカ、アジアや中東地域で 357MW を発電している。 

 

４－４ Total 

 2013 年に行われた第１次プレソルト鉱区入札で Libra 油田の採掘権を獲得し

た。また、今年 1月にはペトロブラス社からサントス沖にある Lapa 油田と Iara

油田の採掘権を 19 億 5000 万レアル相当で取得した。いずれも有望な案件と言

われており同社の出資比率はそれぞれ Lapa 案件 35%、Iara 案件 22.5%、Libra 案

件 20%となっている。ブラジルの天然ガス分野にも力を入れている。昨年度の平
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均日産量は 2万 9800 バレルで 2022 年までに 10万バレルに増産する目標を立て

ている。 

 

４－５ BP 

 BP は 2001 年のブラジル石油ガス開発市場に参入以来 2013 年までの間に北部

ブラジルの Portiguar 堆積盆、カンポス堆積盆、Camamuru 堆積盆などに積極的

に投資してきており、現在国内 20 か所以上の開発権益を保有している。2017 年

10 月、ペトロブラス社との間で E&P、石油精製、潤滑油、再生エネルギー、省エ

ネ技術、LNG、輸送、リファイナリー、ガスの商業化、再生可能燃料、Co2 削減

各テーマをカバーする協力覚書を締結した。ペトロブラス社とはプレソルト第 2

次鉱区入札で、Alto de Cabo Frio ブロックを共同で落札し関係を更に強化し

た。また、Peroba ブロックでも CNPC の子会社の CNODC（20%）、ペトロブラス

（40%）と共に BP(40%)が落札、同日行われた第 3 次プレソルト鉱区入札でもペ

トロブラスと組み Alto de Cabo Frio Central ブロックを落札（50%/50%）、 

Peroba ブロックでは BP（40%）、CNPC の子会社 CNODC（20%）、ペトロブラス（40%）

で落札し市場の目を引いた。2017 年以降、BP はブラジルで 6か所の大型ブロッ

クを獲得している。その内サントス堆積盆にあるプレソルト鉱区 Pau Brasil 及

びカンポス堆積盆にある C-M-755、C-M-793 の３ブロックについては同社がオペ

レーターとなる。 

 

４－６ Chevron 

 今年 1 月、Chevron は保有していた Frade 事業の持ち分 51.7%をブラジルの

PetroRio 社に売却した。PetroRio は昨年 10 月に Frade Japao Petroleo Ltda

が保有していた 18%についても取得済み。PetroRio 社が 70%を保有し Frade プロ

ジェクトをオペレートする。残り 30%については引き続きペトロブラスがキープ

する。Chevron は 9 月に行われたプレソルト鉱区入札でペトロブラスと共に 6

か所のブロックを落札し改めて存在感をアピールした。 

 

４－７ Petrogal 

 2018年 7月にFPSO Cidade de Itaguaiと 10月の FPSO Cidade de Mangaratiba

の生産投入で、Lula 鉱区を中心に 10 万 7 千バレル/日の日産量を確保し、日量
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ランキングでは昨年下期の 3番目の生産者となった。Lula 鉱区開発は Galp(10%)、

ペトロブラス（65%）、Shell(25%)の合弁企業が進めている。Miguel Pereira 社

長は将来的にはオペレーターとしての開発にも意欲を見せている。また、ブラジ

ルのガス開発市場への参入も目標の 一つに掲げており、今後数年の間に 7億ド

ルから 10 億ドルの追加投資を考えているという。開発鉱区は サントス堆積盆

の Uirapuru 鉱区（Galp14%/Petrobras 30%/ Equinor 28%/ ExxonMobil 28% ）、

カンポス堆積盆の C-M-791 ブロック(Galp20%/Shell 40%/ Chevron 40% )等。昨

年は Carcará (持ち分 14%)及び Norte de Carcará (持ち分 20%)も落札した。

他にも Norte de Carcará 鉱区、Júpiter 鉱区、Sépia 鉱区、Lula 鉱区、Iracema

鉱区等の開発権を保有している。 

 

  

－ 124 －



126 

第５章 ブラジル海洋石油・ガス探査・生産の市場への参入についての考察 

 

ブラジルの海洋石油・ガス探査・生産の市場は、この市場は苦い思いをした日

本企業も多いが、これまで述べてきたように再び活性化の兆しを取り戻しつつ

ある。これから新規に、また再び参入を試みるに際に留意すべき事項を以下にま

とめた。 

 

５－１ 参入のタイミング 

ブラジル石油院が過去のブラジル石油ガス鉱区入札から読み取れる油田開発

段階から廃坑までの基本的な流れとその間の関連作業などに関するワークボリ

ュームをまとめている（図表 61)。 

国家石油監督庁が実施する鉱区入札実施年度をゼロとして、探査、掘削、商業

生産に向けた諸作業、生産開始から約 20 年後の生産収束までのワークボリュー

ムをフローとして見た場合、入札実施から 4 年～７年目に作業ボリュームのピ

ークが訪れる。近年の例を見ても、新造を前提とした生産設備の入札や用船商談

は投入前 3 年から 4 年前、それに必要なシステムや機器類の一連の調達は全体

スケジュールや重要度、あるいはメーカーや関連産業界が置かれている市場の

状況等が調整要因となり調達に向けた諸作業のタイミングに出来るだけ齟齬が

生じないように行われている。 

 

 

図表 61 鉱区入札から廃坑までのワークフロー例（出展：ブラジル石油院） 
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これを見るとサービス提供者のワークボリュームは入札からほぼ 5 年後には

下降が始まる。図表 62 は石油院が 2015 年時点で描いた 2022 年までに考えられ

る生産パターンを表したものである。プレソルト第１次鉱区入札が実施された

2013 年に行われた Libra 鉱区の入札の年から始まり 2018 年度に生産がピーク

に向かっている。当時、ブラジル政府は将来のプレソルト鉱区の追加開放につい

ての具体的シナリオは描いてはいなかったが、周知のようにこの 2 年間でプレ

ソルト鉱区の有望油田の開放政策を積極的に推し進めてきており、スーパーメ

ジャーによる相次ぐ投資も行われ、ブラジル市場におけるプレーヤーの顔ぶれ

にも大きな変化が現れてきた。 

我が国の海事セクターは、可及的速やかに次のサイクルに向かって需要が見

込まれる生産設備やドリルシップ、サブシー、支援船、タンカーあるいは LNG・

再ガス化分野等の需要市場と関連付けて考えてみる必要がある。 

 

 
図表 62 Libra 鉱区入札までの石油ガス生産の流れ（2015 年時点のイメージ）（出展：

ブラジル石油院） 

 
これまで見たように、将来のブラジル海洋開発市場はこの図表に描かれた当

時の環境から様変わりしようとしている。特に、ブラジル政府による参入規制の

緩和を契機として、中長期的なブラジルのポテンシャルを視野に入れた外国の

スーパーメジャーのほとんどがブラジル市場にしっかり足を踏み込んできた。 

この環境の変化をしっかりと目に留め、自らの立ち位置を確認し、今後関連産業

界に訪れるビジネスチャンスについて、中長期的かつグローバルな視点から、今

後の動きを考えてみる必要がある。 
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５－２ 課題 

海洋開発セクターにおけるビジネスは、日本企業に比べ欧米系企業が経験も

豊富で優位に立っており、歴史的にブラジル市場におけるプレゼンスが高い。成

長軌道に乗りスピーディに動きつつあるブラジル市場を背景にグローバルな観

点から、日本ならではの専門技術やノウハウ、製品、事業スキームがないか洗い

なおすタイミングを迎えている。 

我が国の産業にとって最も重要なことは、ブラジルの現在の状況を自ら直視

し、精度の高い情報をタイムリーに入手・分析・検証できる環境のもとで、ボー

ダーレスに始まるブラジル海洋開発関連の商談に対応できるような体制の構築

を速やかに講じることである。 

 

◇ 意識しておくべき分野 

 ・海洋開発に必要な設備・機器分野（生産設備/掘削設備/油槽船/支援船等） 

・ブラジルのガス関連市場・事業（LNG/FLNG/FSRU 及び設備・機器等） 

・サブシーファクトリー分野（ Subsea Umbilicals, Risers and 

Flowlines(SURF)、分離機、コンプレッサ等）、モジュール分野 

・深海掘削技術イノベーション分野 

・カンポス堆積盆を中心に将来出てくる廃坑・メンテ・P&A 分野 

・Ship to Ship オペレーション分野の関連技術・製品 

・ペトロブラスが掲げる将来の技術・研究分野 

・IT、IoT、High-Tech、素材、オートメーション分野 

・アプリケーション分野 

・データ収集・解析分野 

・サブシーシステム分野 

・海底処理システム技術分野（ブースティング、分離、注入、圧縮システム）

海底生産システムコンポーネント分野（SURF、ツリー、マニホールド、制御

システム） 

 ・セキュリティー分野（サイバーセキュリティ―等） 

 ・港湾・ターミナル・他関連インフラ分野 

 

 

－ 127 －



129 

◇ 短期・中期・長期的課題  

短・中期 

・ 海洋開発ビジネスのゲートウェイとなるブラジルの機関・企業関係者との関

係構築。 

・ ガス開発分野に力を入れるブラジルに対し、日本が先行して保有している技

術・製品・事業ヒントなど、今売れるもののアピール、売り込み。 

・ 将来市場を見据え、日本が強みを持つ造船・舶用技術や製品、アプリケーシ

ョンが可能な専門性の洗い直し。 

・ 政府やペトロブラス社が力を入れるカンポス堆積盆等の生産性の向上に寄

与する技術や製品の発掘・提案。 

・ ペトロブラス社が大きなテーマの一つに挙げているサブシー分野の開発・イ

ノベーションに貢献、共同研究の機会創出。 

・ 日本が先行している LNG・再液化・再ガス化等の分野で、ブラジルのオペレ

ーター企業のイノベーティブな技術開発や採算向上につながる製品・技術・

ノウハウ・事業等の洗い出し。 

・ ペトロブラス社は、プレソルト鉱区開発に向け高度技術・資機材を必要とす

る局面に来ており、各国メジャーとの MOU を積極的に締結している。日本企

業としても、ブラジルの国内企業や機関にとどまらずグローバル企業とのタ

イアップの可能性を追求するとともに、ブラジルのニーズに対応・貢献し得

るようなスキームができないか有効な仕組みの検討。 

・ ブラジルの海洋開発セクターの上流から下流までのバリューチェーンを解

析、短・中期に食い込める製品・技術・ノウハウを必要とする市場の見極め。 

・ 外国石油会社・EPC 企業・ブラジル国内・外国造船所への売り込みの機会を

探り、オペレーターとなる外国スーパーメジャー企業の周辺で発生する商談

や情報をいち早くキャッチし、グローバルな視点からのビジネスチャンスの

発掘。 

 

長期 

・ 難易度が高い遠隔洋上沖のプレソルト鉱区の開発では、環境規制に厳しいブ

ラジルの開発・生産オペレーションに対する関心もますます高くなる事は間
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違いなく、環境保全・対処技術などにイノベーションをもたらすような売り

込める技術・ノウハウを検証。 

・ カンポス油田や陸上油田等に多数需要が出て来る廃坑・P＆A あるいは生産

設備機器装置の撤収・解体分野に目を向け、売り込める技術・商品・ノウハ

ウ等の検討を深めるとともに長期的な視点からビジネスチャンスにつなげ

る方策の模索。 

・ 環境保全・対処技術などにイノベーションをもたらすような技術・ノウハウ

の検討。 

・ 日本が将来必要とし獲得すべきオフショア技術・資機材・製品分野との

Global Compatibility を念頭に置いたアプローチや研究が出来ないかの工

夫。 

・ ブラジル及びペトロブラス社などの制度や規則の変更の常時モニタリング。 

・ ブラジル現地制度に通暁した信頼できる現地パートナーの開拓とタイアッ

プ。 

・ 我が国が得意とする IT・IoT・センサー・ロボット技術分野などでブラ

ジル海洋開発の発展、ひいてはスーパーメジャー等にアピールできる

モノやサービスの売込み。 

 

◇ 業界毎の取り組みオプション 

舶用産業を含む我が国の各産業セクターとしては、次のような取り組み

オプション領域が考えられる。また、これらの分野以外についても、電子部品

やデバイス、高度産業用機械、素材・素材加工品、AI、ロボティックス、IoT

分野など我が国の強みを活かせる新たなセクターの参入チャンスが期待でき

る分野の出現が十分予想される。 

 
◎ 舶用産業： 

・ ペトロブラス社、オペレーター、コントラクター、生産設備オペレータ

ーエンジニアリング会社、海運会社、ブラジル国内支援船会社、ブラジ

ル国内外造船所等への製品販売（日本国内外の工場からの対ブラジル・

第 3国向け機器販売） 
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・ サブシーファクトリー分野の研究（分離機、コンプレッサーなどの需要）、

また現在生産設備のトップサイドに装備されている機器システムと同

等機能を持つサブシー用小型システム、モジュール等の開発・製品化 

・ 液化設備及び再ガス化関連装置・システム機器の需要発掘 

・ 港湾機器・設備 

・ 技術供与 

・ 現地企業との共同生産事業・事業投資（M&A） 

 

◎ 造船・エンジニアリングを含む重工産業： 

・ ブラジル内外の海洋エンジニアリング会社とのテクニカルタイアップ

（ガス液化プラント、再ガス化プラント、EPC 等の可能性）製造 

・ ブラジルが必要とするサブシー技術分野の研究・開発 

・ LNG タンク製造技術協力・製品の売り込み可能性 

・ LNG 船/FLNG/FSRU 等のニーズを注視 

・ 資本参加・M&A 

・ 支援船建造分野への参入・技術指導 

・ 修繕・メンテ工事事業への参入 

・ 洋上設備撤去解体補助のための特殊船舶の研究 

・ 造船技術協力 

・ 人材派遣・海洋エンジニアの交流・登用 

・ 生産性向上の為の現場技術指導＆エンジニアリングサービス、管理、指

導 

 

◎ 海運業： 

・ プレソルト鉱区オペレーション分野への参入 

・ LNG 船/FLNG/FSRU 等のニーズを注視 

・ Floatel 事業（客船事業のノウハウ延長） 

・ 現地企業との協業によるインフラ（倉庫・貯蔵事業等）への参画 

・ 高仕様支援船事業分野への参入 
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海洋開発分野は裾野が広く、バリューチェーンで活躍する個々の企業の動向

にも細心の注意を払っておくことが肝要であり、特に以下の企業の動向に留意

の必要あり。 

◇ オペレーター 

ペトロブラス社、Shell、ExxonMobile、Total、BP、Equinor、Chevron、Petrogal、

INPEX、ENI、CNOOC、CNPC、Petronas、QIG 等、またノンオペレータ・出資者

として日本の商社なども含まれるケースもある 

◇ コントラクター 

・ 海洋探査：Western Geco、 GGG Veritas、Petroleum Geo、Fuguro、 

・ 油田サービス/掘削： Schulumberger、Halliburton、Baker Hughes、 

Wetherford、Transocean、Nabors Industries、Noble Drilling、Diamond 

Offshore、Ensco International 

・ エンジニアリング： MODEC、SBM、BW Offshore、Bumi Armada、Teekay 

Offshore、Exmar、Yinson、Bluewater、Technip FMC、Saipem、McDermott、

KBR、日揮、千代田化工、東洋エンジニアリング 

・ 海運：Teekay Offshore、Golar LNG、BM Offshore、Excelerate Energy、

日本郵船、商船三井、川崎汽船 

◇ 造船 

Samsung、Daewoo、Hyundai、Keppel Offfshore、Sembcorp、Jurong 、 

Cosco  

 

現在、ブラジル石油院傘下の Abespetro（ブラジル民間石油サービス企業組合）

に所属する主要会員企業。 
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資料１ ブラジル造船工業会(Sinaval)会員リスト（2019 年 3 月 5 日現在） 

 

1. ALIANÇA S. A. – Indústria Naval e Empresa de Navegação 

Travessa Braga, 2 (Avenida do Contorno) – Barreto 

Niterói – RJ – CEP 24110-200 

Telefone: (21) 2624-9300 

Fax: (21) 2624-9331 

Homepage: www.estaleiroalianca.com.br 

 

2. BRASFELS S/A 

Rodovia Rio-Santos (BR-101), km 83 – Jacuecanga 

Angra dos Reis – RJ – CEP 23905-000 

Telefone: (24) 3361-6000 

Fax: (24) 3361-3408 

Rua da Quitanda, 86, sala 301, 3º Andar – Centro 

Rio de Janeiro – RJ – CEP 20091-005 

Telefone: (21) 2102-9400 

Fax: (21) 2102-9425 

Homepage: www.kfelsbrasil.com.br 

 

3. CMO Construção e Montagem Offshore S. A. 

Avenida Rio Branco, 89, sala 1302 – Centro 

Rio de Janeiro – RJ – CEP 20040-004 

Telefone: (21) 2516-4822 / 2203-2037 

Homepage: www.cmoffshore.com.br 

E-mail: comercial@cmoffshore.com.br 

 

4. DETROIT Brasil S/A 

Rua César Augusto Dalçoquio, 4500 (BR-101, km 112) – Salseiros 

Itajaí – SC – CEP 88311-550 

Telefone: (47) 2103-8500 

Fax: (47) 3349-3144 

Homepage: www.detroit.cl 

 

5. EJA – Estaleiro Jurong Aracruz Ltda. 

Avenida dos Coqueiros, 80 
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Aracruz – ES – CEP 29199-030 

Telefone: (21) 3024-0509 

Fax: (21) 2506-5428 

Homepage: www.jurong.com.br 

 

6. Empresa Brasileira de Reparos Navais S/A – RENAVE 

Avenida do Contorno, 169 – Barreto 

Niterói – RJ – CEP 24110-200 

Telefone: (21) 2199-8000 

Fax: (21) 2624-1662 / 2628-7855 

Homepage: www.enavi.com.br 

 

7. ENAVAL – Engenharia Naval e Offshore Ltda. 

Rua Miguel Lemos, 80 – Ponta d’Areia 

Niterói – RJ – CEP 24040-260 

Telefone: (21) 2233-8536 

Homepage: www.enaval.com.br 

 

8. ENSEADA Indústria Naval S/A 

Avenida Luís Viana Filho, 2.841, 1º andar 

Paralela – Salvador – BA 

CEP 41730-900 

Tel. (+55 71) 3417-8031 

Homepage: www.enseada.com 

 

9. Estaleiro ATLÂNTICO SUL S/A 

Ilha de Tatuoca s/n° – Complexo Portuário de Suape – Ipojuca 

Recife – PE – CEP 55590-900 

Telefone: (81) 9803-7200 

Homepage: www.estaleiroatlanticosul.com.br 

 

10. Estaleiro BRASA Ltda. 

Ilha do Caju n.º 671, Ilha da Conceição, 

Niterói, RJ, CEP 24.040-005 

Telefone: (21) 3520-5001 / 3520-5006 

Homepage: www.estaleiro-brasa.com.br 
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11. Estaleiro MAUÁ S. A. 

Rua Dr. Paulo Frumêncio, 28 – Lote 1ª (Parte) – Ponta d’Areia 

Niterói – RJ – CEP 24090-290 

Telefones: (21) 2613-9999 – Fax: (21) 2722-1509 

Homepage: www.estaleiromaua.ind.br 

 

12. Estaleiro NAVSHIP Ltda. 

Rua Orlando Ferreira, 305 – Machados 

Navegantes – SC – CEP 88375-000 

Telefone: (47) 2104-2800 

Fax: (47) 2104-2804 

Rua da Quitanda, 86 – sala 401 – Centro 

Rio de Janeiro – RJ- CEP 20091-005 

Telefone: (21) 3970-9150 

Homepage: www.navship.com.br 

 

13. Estaleiro QUISSAMÃ Ltda. 

Rua Geraldo Martins, 70, sala 906 

Niterói – RJ 

 

14. Estaleiro RIO MAGUARI S/A 

Estrada do Maracacuera, km 6 – Icoaraci 

Belém – PA – CEP 66815-140 

Telefone: (91) 3214-7800 

Fax: (91) 3227-2601 

Homepage: www.riomaguari.com.br 

 

15. Estaleiro SÃO JACINTO Ltda. (Grupo Muliceiro) 

Rua Manoel Duarte, 2159 – Gradim 

São Gonçalo – RJ – CEP 24430-500 

Telefone/Fax: (21) 2605-5287 

E-mail: saojacinto@terra.com.br 
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16. Estaleiros do Brasil Ltda – EBR. 

Estrada pública, S/n – Bairro Cocuruto 

São José do Norte – RS – CEP: 96225-000 

E-mail: contato@ebrbrasil.com 

Homepage: http://www.ebrbrasil.com 

 

17. ICN – Itaguaí Construções Navais S/A 

Rua Lauro Muller Nº 116 – Sala 3905/3906 – Botafogo – Rio de Janeiro 

Telefone: (21) 3266-0699 

 

18. KEPPEL Singmarine Brasil Ltda. 

Rua Prefeito Manoel Evaldo Müller, 3388 – Volta Grande 

Navegantes – SC – CEP 88375-000 

Telefone: (47) 3342-6460 – Fax: (47) 3348-1701 

Homepage: www.keppelom.com 

E-mail: singmarinebr@keppelsingmarinebr.com 

 

19. Navegação SÃO MIGUEL Ltda. 

Rua Lauro Muller, 116, Grupo 23º andar – Botafogo 

Rio de Janeiro – CEP 22290-160 

Telefone: (21) 2543-7414 

Fax: (21) 2530-8222 

Av. Senador Salgado Filho, 356 – Paecará 

Guarujá – SP – CEP 29050-430 

Telefone: (13) 3352-6600 

Rua Manuel Duarte, 2999 – Gradim 

São Gonçalo – RJ – CEP 24430-500 

Telefones: (21) 3715-8750 (Estaleiro), 3715-8760 (Operações) e 3715-8770 

(Offshore) 

Homepage: www.bravante.com.br 

 

20. QGI Brasil S/A 

Av. Honório Bicalho, 11 – Getúlio Vargas 

Rio Grande – RS – CEP 96201-020 

Telefone/Fax: (53) 3035-9000 

Homepage: www.quip.com.br  
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21. VARD PROMAR S/A 

AE Zona Industrial Portuária – Ilha de Tatuoca – Zona Rural 

Ipojuca – PE – CEP 55590-000 

Telefone: (81) 3561-2500 

Fax: (81) 2122-3099 

 

22. WILSON, SONS – Comércio, Indústria e Agência de Navegação Ltda. 

Rua Padre Arnaldo Caiaffa, 246 – Bairro Vila Lígia 

Guarujá – SP – CEP 11430-020 

Telefone: (13) 3347-7200 

Fax: (13) 3358-2748 

Homepage: www.wilsonsons.com.br 
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資料２ ブラジル支援船協会(Abeam)会員リスト（2019 年 3 月 5 日現在）  

 

１．Asgaard Navegação S.A. 

Rua Lauro Muller, 116 – Sala 2601 - Botafogo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22290-160 

Telefone: (21) 2538-4900 /  

E-mail: rh@asgaard.com.br 

 

２．Asso Marítima Navegação Ltda. 

Praça Floriano, Nº 55 - Salas 501/502 - Cinelândia 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20031-050 

Telefone: (21) 2215-5777 /  

Fax: (21) 2262-8720 

E-mail: artur@assomaritima.com.br 

 

３．Belov 

Avenida Nossa Sra da Glória, 1181 - Macaé 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 27920-360 

Telefone: (22) 2273-4023 /  

E-mail: adm.macae@belov.com.br 

 

４．Bourbon Offshore Marítima S.A. 

Praça Pio X, 55 - 7º Andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20040-020 

Telefone: (21) 3235-9300 /  

Fax: (21) 3235-9384 

E-mail: bom@bourbon-online.com 

 

５．Bram Offshore Transportes Marítimos Ltda. 

Rua da Assembleia, nº 10 - Sala 3601 - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20011-000 
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Telefone: (21) 3970-9150 /  

Fax: (21) 3970-9179 

E-mail: bram.institucional@chouest.com 

E-mail: bom@bourbon-online.com 

 

６．Bravante 

Rua Capitão Salomão, 42 - Humaitá 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22271-040 

Telefone: (21) 2138-2200 /  

E-mail: paulo.mediano@bravante.com.br 

 

７．Companhia Brasileira de Offshore 

Av. Pasteur nº 110 - 8º Andar - Botafogo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22290-240 

Telefone: (21) 2546-1189 /  

Fax: (21) 2546-1389 

E-mail: geral@grupocbo.com.br 

 

８．Deep Sea Supply Navegação Marítma Ltda. 

Av. República do Chile 230, 22º Andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20031-919 

Telefone: (21) 3923-6611 /  

Fax: (21) 3923-6601 

E-mail: dess@dess.no 

 

９．Dofcon Navegação Ltda. 

Rua da Glória, 178, 1º à 13º - Glória 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP:  

Telefone: /  

E-mail:  
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１０．Farstad Shipping Ltda. 

Avenida Rio Branco, nº 01, sala 1509 - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20090-003 

Telefone: (21) 2138-2000 /  

Fax: (21) 2138-2020 

E-mail: brazil@solstadfarstad.com 

 

１１．Finarge Apoio Marítimo Ltda. 

Av. Rio Branco nº 89 - Grupo 202 - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20040-004 

Telefone: (21) 3514-0300 /  

Fax: (21) 3514-0304 

E-mail: info_bra@finarge.com.br 

 

１２．Fugro Brasil - Serviços Submarinos e Levantamentos Ltda. 

Rua do Geólogo, 76 - Zona Especial de Negócios / ZEN 

Rio das Ostras / RJ 

CEP:  

Telefone: (22) 3321-7700 /  

Fax: (21) 3321-7701 

E-mail: vanessa.faissal@fugro-br.com 

 

１３．Galaxia Marítima S.A. 

Edifício Bozano Simonsen - Av. Rio Branco, 138 - 17º Andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20040-909 

Telefone: (21) 3804-8100 /  

E-mail: katy.porto@galaxiamaritima.com.br 

 

１４．Hornbeck Offshore Navegação Ltda. 

Av.Paisagista José Silvade Azevedo Neto, Bloco 4, Sl.201 - Barra da 

Tijuca 

Rio de Janeiro / AC 

CEP: 22775-056 
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Telefone: (21) 3613-6600 /  

E-mail:  

 

１５．Internacional Marítima Ltda. 

Rua Sete de Setembro, 43 - Centro 

São Luiz / MA 

CEP:  

Telefone: (98) 3878-9000 /  

Fax: (98) 3878-9017 

E-mail: jrfrancisconi@internacionalmaritima.com.br 

 

１６．Maersk Supply Service Apoio Marítimo Ltda. 

Praia do Flamengo, 154 - 2º Andar - Flamengo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22210-906 

Telefone: (21) 3032-2800 /  

Fax: (21) 3032-2945 

E-mail: riomssmng@maersk.com 

 

１７．Marlin Navegação S/A 

Rua Lauro Müller, 116 - gr. 4404 - - Botafogo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22290-160 

Telefone: (21) 3590- /  

E-mail: cv@marlinnav.com.br 

 

１８．Norskan Offshore Ltda. 

Rua Lauro Müller nº 116 - Salas 2802 a 2805 - Botafogo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22290-160 

Telefone: (21) 2103-5700 /  

Fax: (21) 2103-5707 

E-mail: office@norskan.com.br 

 

１９．OceanPact Serviços Marítimos Ltda. 

Rua da Gloria, nº 306, 12º andar - Glória 
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Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20241-180 

Telefone: (21) 3032-6700 /  

Fax: (21) 3032-6701 

E-mail: comercial@oceanpact.com 

 

２０．OSM do Brasil Gerenciamento de Operações Marítimas Ltda. 

Rua da Assembleia, 77 – 19º andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20011-001 

Telefone: (21) 3736-4250 /  

E-mail: osm.br@osm.no 

 

２１．Sapura Navegação Marítima S/A 

Av. República do Chile, 230, 22º andar. - Castelo 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP:  

Telefone: (36) 1336-00 /  

E-mail: thassio.coutinho@sapura.com.br 

 

２２．Saveiros Camuyrano – Serv. Mar. S.A. 

Rua Jardim Botânico nº 518 - 3º Andar - Jd. Botânico 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 22470-050 

Telefone: (21) 2126-4222 /  

Fax: (21) 2126-4190 

E-mail: box@wilsonsons.com.br 

 

２３．Sealion do Brasil Navegação Ltda. 

Estrada de Imboassica, 853 - Parte - Imboassica 

Macaé / RJ 

CEP: 27920-340 

Telefone: (22) 2106-0600 /  

Fax: (22) 2106-0601 

E-mail: rh@sealion.com.br 
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２４．Siem Offshore do Brasil S.A. 

Av. Rodrigues Alves 261, 4º andar - Gamboa 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20220-361 

Telefone: (21) 3515-9770 / (21) 35159-721 

E-mail: siob@siemoffshore.com 

 

２５．Starnav Serviços Marítimos Ltda. 

Rua da Assembléia, 10 - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20011-000 

Telefone: (21) 2397-0018 /  

Fax: (22) 2020-0258 

E-mail: comercial@starnav.com.br 

 

２６．Subsea 7 do Brasil Serviços Ltda. 

Rua Eng. Fábio Goulart nº 155 - Ilha da Conceição 

Niterói / RJ 

CEP: 24050-090 

Telefone: (21) 2621-9800 /  

Fax: (21) 2622-4822 

E-mail: martina.richau@subsea7.com 

 

２７．Technip Brasil - Engenharia, Instalações e Apoio Marítimo S.A. 

Rua da Glória nº 178 - Glória 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20241-180 

Telefone: (21) 2139-7000 /  

Fax: (21) 2139-7002 

E-mail: rsemple@technip.com 

 

２８．Tranship Transportes Marítimos Ltda. 

Praça XV de Novembro, 34 - 5º Andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20010-010 

Telefone: (21) 2242-4242 /  
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Fax: (21) 2224-1444 

E-mail: tstranship@tstranship.com.br 

 

２９．UP Offshore Apoio Marítimo Ltda. 

Rua da Alfândega, nº 33 – 5º andar - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20070-000 

Telefone: (21) 2112-4545 /  

Fax: (21) 2112-4557 

E-mail: asethi@upoffshore.com.br 

 

３０．Wilson Sons Offshore S.A. 

Rua da Quitanda, 86/6º And. - Centro 

Rio de Janeiro / RJ 

CEP: 20091-906 

Telefone: (21) 3504-6033 /  

Fax: (21) 3504-6035 

E-mail: box@wilsonsons.com.br 
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